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道
路
事
業
の
進
捗
状
況
と
計
画
の
見
通
し
は

　
　
　

山
本
幹
男 

議
員

 

議
員
の
名
誉
回
復
を
目
指
し
て　　

水
野　

昇 

議
員

所
の
駐
在
所
に
な
る
見
込
み
だ

が
、
水
海
道
駅
前
交
番
の
開
設

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
要
望

し
て
い
く
。

　

�　

運
転
免
許
証
の
返
納
の
件

は
、
交
通
事
故
件
数
が
減
少
す

る
中
、
高
齢
者
が
当
事
者
と
な

る
事
故
の
割
合
が
増
加
し
、
事

故
の
減
少
を
図
る
た
め
、
運
転

免
許
証
自
主
返
納
制
度
を
広
く

お
知
ら
せ
し
て
ゆ
く
。

　

�　

自
主
返
納
の
特
典
制
度
の
創

設
は
、
そ
の
恩
典
の
み
が
強
調

さ
れ
、
返
納
を
急
い
だ
余
り
無
免

許
運
転
や
処
分
の
取
り
消
し
を

要
求
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
の
こ
と
、ま
た
、

一
時
的
な
支
援
措
置
と
な
る
た

め
に
、
十
分
検
討
し
た
い
。

再�

質
問
　
夜
間
の
対
応
が
で
き
に

○�

圏
央
道
の
開
通
の
見
通
し
に
つ

い
て

質�

問　

圏
央
道
に
つ
い
て
は
、
神

奈
川
県
か
ら
千
葉
県
木
更
津
市

ま
で
約
３
０
０
㎞
を
工
事
し
て

い
る
。
茨
城
県
に
お
い
て
は
延

長
70
・
５
㎞
。
境
か
ら
水
海
道

ま
で
8.9
㎞
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
平
成
24
年
に
開
通
と
の
こ

と
で
あ
る
。
昨
年
40
億
円
か
ら

あ
っ
た
補
助
金
が
、
26
億
円
と

な
り
、
昨
年
よ
り
非
常
に
少
な

い
こ
と
か
ら
、
国
の
見
通
し
よ

り
は
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
で
あ
る
。
平
成
24
年
ま
で

に
は
出
来
あ
が
ら
な
い
と
し
て

も
、
ど
の
く
ら
い
の
年
度
に
工

事
が
終
了
し
、
開
通
と
な
る
の

か
聞
き
た
い
。

答�

弁
（
都
市
建
設
部
長
）
圏
央
道

（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）

は
、
都
心
か
ら
半
径
お
よ
そ
40

～
60
㎞
の
位
置
に
計
画
さ
れ

た
、
延
長
約
３
百
㎞
の
高
規
格

幹
線
道
路
で
、
首
都
圏
の
広
域

的
な
幹
線
道
路
網
を
形
成
す
る

首
都
圏
３
環
状
道
路
の
、
一
番

外
側
に
位
置
す
る
環
状
道
路
で

あ
り
、
各
区
間
の
開
通
目
標
を

公
表
し
、
圏
央
道
全
体
を
平
成

27
年
ま
で
の
約
10
年
で
全
線
開

通
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

�　

現
在
ま
で
の
供
用
開
始
延
長

は
、
約
１
０
７
㎞
。
県
内
に
お

い
て
は
、
約
70
・
５
㎞
の
延
長

が
あ
り
、
内
つ
く
ば
中
央
Ｉ
Ｃ

か
ら
稲
敷
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
23
・
８

㎞
区
間
が
現
在
供
用
開
始
。
残

り
の
稲
敷
Ｉ
Ｃ
か
ら
千
葉
県
境

ま
で
の
9.8
㎞
と
つ
く
ば
中
央
Ｉ

Ｃ
か
ら
埼
玉
県
境
ま
で
の
36
・

９
㎞
は
、
平
成
24
年
度
開
通
を

目
標
に
し
て
い
る
が
、
こ
こ
数

年
予
算
減
少
の
た
め
、
開
通
目

標
が
達
成
で
き
る
か
は
不
透

明
。
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
及
び

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
等

に
よ
る
要
望
活
動
を
展
開
。
市

独
自
で
も
早
期
開
通
に
む
け
て

関
係
各
所
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○�

広
域
農
道
・
県
道
土
浦
坂
東
線

の
開
通
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

○�

新
た
に
開
通
す
る
道
路
沿
線
の

今
後
の
開
発
構
想
に
つ
い
て
。

○�

議
員
の
納
税
、
滞
納
に
つ
い
て

質�

問　

Ａ
議
員
の
納
税
、
滞
納
に

つ
い
て
は
、
最
近
色
々
と
噂
が

流
れ
て
私
も
市
民
か
ら
聞
か
れ

る
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
前
提
で
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
最
近
に
な
っ
て
新

た
に
情
報
が
あ
っ
た
。
滞
納
と

い
っ
て
も
固
定
資
産
税
や
保
険

税
と
色
々
あ
る
の
で
、
何
の
滞

納
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も

そ
の
よ
う
な
話
が
出
る
こ
と
は

大
変
不
名
誉
な
こ
と
だ
と
思

う
。
本
人
も
本
当
は（
税
金
を
）

納
め
て
い
る
の
に
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
言
わ
れ
た
ら
、
名
誉
回

復
の
た
め
に
早
急
に（
市
民
に
）

知
ら
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

今
日
は
そ
の
観
点
か
ら
、
執
行

部
と
し
て
は
答
え
ら
れ
な
い
部

分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
な
り
に
尋
ね
る
。

答�

弁
（
総
務
部
長
）
滞
納
者
の
氏

名
や
滞
納
額
に
い
て
は
、
地
方

公
務
員
法
第
34
条
第
１
項
に
、

職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら

し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
違
反
に
対
し
て
は
罰

則
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、「
滞
納
者
の
氏

く
い
と
い
う
答
弁
だ
っ
た
が
、

実
際
に
は
駐
在
所
を
留
守
に
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
泊
ま
り
勤

務
と
い
う
こ
と
で
夜
間
の
治
安

体
制
の
強
化
が
図
れ
な
い
か
。

地
元
で
は
根
強
い
統
合
反
対
の

意
向
だ
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

再�

答
弁
（
市
民
生
活
部
長
）
夜
間
、

駐
在
所
で
は
対
応
し
な
い
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
駐
在
所
が
無
く

な
っ
た
分
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
充

実
さ
せ
る
。
地
元
で
の
統
合
反

対
の
要
望
は
警
察
に
伝
え
る
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○�

核
兵
器
廃
絶
に
つ
い
て
。

○
農
業
に
つ
い
て
。

○�

公
共
交
通（
予
約
型
乗
合
交
通
）

の
拡
充
に
つ
い
て
。

○�

旧
水
海
道
市
街
地
活
性
化
、
そ

の
波
及
効
果
に
つ
い
て
。

上蛇駐在所

圏央道




